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近年、開発途上地域など、不完全あるいは質が高くないデータしか得られない状況下に

おいて、リレーショナル・モデルを用いて生命表関数を間接推定する研究が行われてい

る。このようなモデルとして、Wilmoth et al. (2012)は、死亡確率 𝑞!"
	 の対数値を全体的な

死亡水準とし、さらに成年期の死亡確率 𝑞$"%"
	 が利用可能な場合には、これを利用してより

柔軟な死亡の年齢パターンに適用可能な死亡モデル(Log Quad Model)を提案した。Log 
Quad Modelは限られた情報のみから時空間的に極めて柔軟な生命表推定が可能であるも
のの、Horiguchi(2024)は、日本のような高齢死亡率改善が著しい年齢パターンには必ず
しも有効ではないことを示し、Log Quad Modelを改良し、死亡確率 𝑞!"

	 と 65歳平均余命
𝑒&"	
	 を情報として用いて死亡率を表現する Extended Log Quad Model 2を提案した。この
モデルは、日本の近年の高齢死亡パターンの表現に優れており、また、小規模で統計的な

安定性が低い日本の地域別（市区町村）生命表を有効に推定できることが示されている。 
しかしながら、日本以外の先進諸国の地域別生命表に対するこれらのモデルの有効性評

価はこれまで必ずしも十分に行われてきていない。そこで、本研究は、両モデルがオース

トラリア、カナダ、フランス、米国の地域別生命表死亡率の推定にどの程度有効であるか

を定量的に評価することを目的とする。 
本研究によれば、Extended Log Quad Model 2 は、対数死亡率等の乖離が Log Quad 

Model よりも小さく、全体としての適合性が高いと考えられる一方、直近の米国では乖離
が大きい部分もあり、日本のパターンに基づいて作成されたこのモデルが、近年の米国特

有のパターンを十分に表現できていない可能性が示唆されることなどが明らかとなった。 
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